
さっぽろ第２支部　支部だより

災害研修

看護管理者育成研修

令和4年8月6日

令和4年9月15日～16日

浪岡支部長のご挨拶

講師の先生

　「今こそ知りたい！災害時の心のケア
～災害派遣精神医療チーム（DPAT）の
活動～」をテーマに、神奈川県立精神
医療センター連携サポートセンター副
センター長兼地域連携・訪問支援科長
の石田正人先生にご講演をいただきま
した。
　災害時支援ではDMATによる活動
は知られていますが、心のケアをおこ
なうDPATの活動は馴染みがなく、多く
の方がテーマに興味・関心をもち参加
されていました。講演では、災害時に
は患者・職員の安全を確保し病院機能
を維持するために、平時から被害を予
測しBCPの策定など災害に備える準備

をしておくことが大切であると改めて
学びました。また、災害時の心理的反
応は異常事態に対する通常の反応であ
ることや災害時の心理的反応の経過を
学び、回復を促すためには、安全の確
保と生活環境を整える事など、安心で
きる環境を早くつくる事が大切であり、
そのためにも平時からの準備が重要だ
と感じる講演でした。研修には68名の
方が参加されました。支援する側の心
のケアという部分では、「自分自身の
心のケアも大切だということがわかっ
た」という感想が多く、頑張りすぎる傾
向にある医療従事者の方々には心に響
いた内容だったようです。

　昨年に続き今年もWeb開催となり
ました。全道各地から57名の参加が
あり、関心の高さを感じました。1日目
は札幌西円山病院　浪岡まさみ先生
より、令和4年度診療報酬改定をふま
えた看護の動向や、組織の中における
チームマネジメントとリーダーシップを
通して看護管理者としての在り方につい
て講義していただきました。秀友会病
院　土屋和枝先生の講義は、スタッフ
育成について人材育成と社会人基礎力
の視点をもとに、先生のご経験をふま
えた楽しい内容でした。2日目は手稲渓
仁会病院　佐藤恵美先生より師長補佐

の役割や、その姿勢と具体的な行動に
ついて講義をいただきました。グループ
ワークでは自己の悩みや課題を他の受
講者と共有する機会となり、具体的な
解決への糸口を見つけ今後のモチベー
ションアップにつながったのではない
でしょうか。今回の研修を通じて、自ら
の看護管理実践をリフレクションし、今
後につなげられる有意義な学びの機会
となったと思います。講師の先生方を
はじめ皆様のご協力のもと研修を終え
られたことに感謝し、今後の運営にも力
を入れていきたいと思います。
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働き続けられる職場づくり推進委員会研修会

札幌4支部合同　保健師職能研修会

令和4年10月1日

令和4年10月22日

　2022年度の働き続けられる職場づく
り推進委員会の研修として、「コロナ禍
における看護師のメンタルヘルスー笑
顔をとり戻すためにー」と題し、札幌市
立大学　精神看護領域　准教授　守村　
洋先生をお招きしてご講演いただきま
した。
　道内でも2020年1月下旬に最初の感
染者が確認されてからすでに3年近くの
月日を看護師は闘ってきました。終息の
見込めない中、大きなストレスを抱えな

がらも現在も各領域で格闘する看護師
のために、自分のストレスを知り、コロ
ナ禍に負けないストレスコーピングを身
につけるための手法を学びました。
　参加者からも、タイムリーな話題であ
り、元気をなくしている職員への働き
かけの方法を学ぶことができ、大変良
かったと評価をいただきました。
　今後も、皆様のお声をいただきなが
ら有意義な研修を企画検討していきた
いと思います。

　札幌４支部合同保健師職能研修会を
Zoom開催し、31名の参加でした。「心
身ともにいきいきと働き続けるために～
自分自身に気づいてセルフケアしつつ周
囲との関係性を豊かにする」をテーマ
に、株式会社ドリームシードの三井洋子
先生に講義をいただきました。
　先生の保健師としての経験やご自身
の子育て経験を交えての講義は、参加
者が利用者に接する時や職場内でのコ
ミュニケーションを振り返る機会になり
ました。自分の中に湧き上がる感情はマ
イナスの感情であっても、我慢したり否

定せずに受け入れることがセルフケアの
第一歩であり、自分を大切にすることが
大事と知り心が軽くなりました。また、
働きやすい職場作りには無条件の肯定
的ストロークを増やすことが必要と学
びました。「頑張っているね」「よくチャ
レンジしたね」との声かけが関心を向け
ていることを示したり、うなづきや「い
いねサイン」といった非言語的な示し方
も良いことなど、いきいきと働き続ける
ために活かせるヒントがたくさんありま
した。今後も皆さまが元気になれるよう
な研修を企画したいと思います。

新型コロナウイルス感染症の流行から２年以上経過した現在、心身を健康に保ち社会・経済活動を維持しながら、新型コ
ロナウイルスとの共存が求められています。自分の中に湧き上がるマイナスの感情も受け入れ、自分を大切にすることで周
囲の空気も良くなり、さらには他人をやる気にすることもできます。それぞれがプラス思考で働くということは、他人を大切
にする余裕も生まれるものです。「コロナなんかに負けへん」でいきいき働き続けたいと思います。� 広報出版委員　K.K

令和4年度　第2支部大会

新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況が予測困難であることなどか
ら、今年度も支部大会の開催方法を一部変更いたします。会員のみなさま
には、「議決権行使書」にて議決権の行使をしていただくこととし、会場で
の参加は役員・選挙管理委員などの協力者、新旧各委員のみといたしまし
た。支部大会の模様はライブ配信の予定です。詳細は、各施設へ送付した
案内をご覧ください。ご理解・ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

令和5年2月18日（土）
14：50～15：40
札幌パークホテル（新旧役員のみ）

「必見！片付けのコツ
 ～暮らしや生き方を見つめ直すために～」
田川瑞枝　氏
ライフ・ オーガナイザー◆思考の整理収納塾代表

12：50～14：30
会　員　令和5年2月3日
非会員　令和5年1月26日

令和4年12月26日

開 催 日

テ ー マ

オンライン開催

時　　間

講　　師

場　　所

時　　間
申込期限

申込期限

支部大会
同時開催  3職能合同交流会

お 知 ら せ

編集後記
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